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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第35期中 第36期中 第37期中 第35期 第36期

会計期間

自　平成18年
3月21日

至　平成18年
9月20日

自　平成19年
3月21日

至　平成19年
9月20日

自　平成20年
3月21日

至　平成20年
9月20日

自　平成18年
3月21日

至　平成19年
3月20日

自　平成19年
3月21日

至　平成20年
3月20日

(1)連結経営指標等      

売上高（百万円） 88,159 94,586 96,631 182,711 200,666

経常利益（百万円） 46,488 50,215 47,293 97,541 104,984

中間(当期)純利益（百万円） 27,840 30,218 25,817 58,646 63,208

純資産額（百万円） 385,846 444,382 492,471 416,950 469,992

総資産額（百万円） 422,040 484,175 526,306 460,167 511,706

1株当たり純資産額（円） 7,689.25 8,856.72 9,815.90 8,309.63 9,367.51

1株当たり中間（当期）純利

益金額（円）
554.79 602.26 514.59 1,168.70 1,259.76

潜在株式調整後1株当たり中

間（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） 91.4 91.8 93.6 90.6 91.8

営業活動によるキャッシュ・

フロー（百万円）
26,463 26,968 30,155 56,350 57,004

投資活動によるキャッシュ・

フロー（百万円）
△24,214 △24,314 △25,643 △53,771 △51,849

財務活動によるキャッシュ・

フロー（百万円）
△843 △1,261 △1,299 △1,433 △3,119

現金及び現金同等物の中間期

末（期末）残高（百万円）
13,079 14,365 17,606 13,094 14,250

従業員数（人） 2,633 2,868 3,166 2,665 2,925

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後1株当たり中間(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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回次 第35期中 第36期中 第37期中 第35期 第36期

会計期間

自　平成18年
3月21日

至　平成18年
9月20日

自　平成19年
3月21日

至　平成19年
9月20日

自　平成20年
3月21日

至　平成20年
9月20日

自　平成18年
3月21日

至　平成19年
3月20日

自　平成19年
3月21日

至　平成20年
3月20日

(2)提出会社の経営指標等      

売上高（百万円） 75,138 79,814 81,721 156,053 171,042

経常利益（百万円） 43,485 47,079 45,148 91,207 98,353

中間(当期)純利益（百万円） 26,135 28,440 24,650 55,057 59,185

資本金（百万円） 30,637 30,637 30,637 30,637 30,637

発行済株式総数（千株） 50,249 50,249 50,249 50,249 50,249

純資産額（百万円） 371,749 426,276 472,170 400,511 450,754

総資産額（百万円） 402,829 459,845 501,534 437,655 487,672

1株当たり純資産額（円） 7,408.32 8,495.86 9,411.25 7,982.00 8,984.07

1株当たり中間（当期）純利

益金額（円）
520.80 566.82 491.32 1,097.18 1,179.59

潜在株式調整後1株当たり中

間（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

1株当たり配当額（円） 10.00 30.00 30.00 40.00 60.00

自己資本比率（％） 92.3 92.7 94.1 91.5 92.4

従業員数（人） 1,670 1,791 1,934 1,647 1,764

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後1株当たり中間(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当社グループは、当社、子会社21社及び関連会社1社（平成20年9月20日現在）により構成され、その主な事業内容は、

ファクトリーオートメーション用の各種センサ、測定機器及びその他電子応用機器の開発並びに設計、製造及び販売で

あります。

　事業内容と当社及び関係会社の当該事業に係る位置付けは、次のとおりであります。

(1）ファクトリーオートメーション用センサ、測定機器その他電子応用機器の開発、設計、製造販売

　当社が商品の開発、設計、製造販売を行っているほか、キーエンスソフトウェア㈱は当社商品のソフトウェア開発、

クレポ㈱は当社商品の製造を行っております。さらに北中米ではKEYENCE CORPORATION OF AMERICAほか2社、

欧州ではKEYENCE DEUTSCHLAND GmbHほか4社、アジアではKEYENCE SINGAPORE PTE LTDほか6社の子会社

等を通じて販売を行っております。

(2）その他の事業

　㈱エスコが不動産業を営んでおります。

　㈱イプロスが広告・マーケティング業を営んでおります。

　

　事業の系統図は次のとおりであります。

　（注）　無印　連結子会社

 ＊ 　関連会社で持分法適用会社
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３【関係会社の状況】

　当中間連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1)連結会社の状況

　当社グループの平成20年9月20日現在における従業員数（就業人員数）は、3,166人であります。

　当社グループの主たる事業は産業用電子応用機器の製造販売であり、当該事業の売上高及び営業利益が90％を超

えるため、事業の種類別セグメントを開示しておらず、従業員数をセグメント別に区分して表示しておりません。

(2)提出会社の状況

　 （平成20年9月20日現在）

従業員数（人） 1,934

　（注）　従業員数は、就業人員数であります。

(3）労働組合の状況

　労使関係について特に記載すべき事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1)業績

 当中間連結会計期間におけるわが国経済は、エネルギー、原材料価格高の影響や輸出の増勢鈍化がみられ、景気の

減速傾向が続きました。

 こうしたなかで、当社グループといたしましては中長期的な成長を維持する観点からも、企画開発面での充実、営

業面での強化を図ってまいりました。企画開発面では、デジタルバーコードリーダ、ペーパレスレコーダ、高精度接

触式デジタルセンサ等の新商品の開発を行い、営業面では、人材の充実強化、海外を中心とした営業拠点の拡充を

図ってまいりました。

　以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は96,631百万円（前年同期比2.2％増）、営業利益は46,140百万円

（前年同期比3.3％減）、経常利益は47,293百万円（前年同期比5.8％減）、当期純利益は25,817百万円（前年同期比

14.6％減）となりました。

所在地別業績は次のとおりであります。

①日本

 国内における設備投資は、企業収益の減少や業況感が慎重化したことなどにより、電気機械や自動車業界を中心

に減少しました。そうしたなか、新製品の売上なども寄与し、セグメント間の内部売上高を含む売上高は87,043百万

円（前年同期比2.5％増）、営業利益は45,240百万円（前年同期比1.8％減）となりました。

②北中米

 米国の経済は、サブプライムローン問題の表面化から、個人消費をはじめとする実体経済も影響を受けて悪化し

ました。そうしたなか、販売拡大に努めましたが、円高が急速に進んだこともあり、外部顧客に対する売上高は7,761

百万円（前年同期比8.7％減）、営業利益は388百万円（前年同期比60.2％減）となりました。

③その他

 世界的に景気が減速するなかで、アジア、ヨーロッパの経済にも陰りがみられました。そうしたなか、営業拠点の

増設、強化などを行い、外部顧客に対する売上高は16,888百万円（前年同期比14.2％増）、営業利益は812百万円（前

年同期比18.1％減）となりました。

(2)キャッシュ・フロー

 当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前中間連結会計期間末に比べ

3,241百万円（22.6％）増加、前連結会計年度末に比べ3,355百万円（23.5％）増加し、17,606百万円となりました。な

お、当中間連結会計期間における各活動によるキャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当中間連結会計期間における営業活動による資金の増加額は、30,155百万円と前年同期比3,187百万円（11.8％）

の増加となりました。これは、当中間連結会計期間の税金等調整前中間純利益が42,956百万円と前年同期比7,259百

万円（14.5％）減少したものの、投資有価証券評価損が4,336百万円計上されたこと、売上債権の減少額が5,168百万

円（326.6％）増加したことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当中間連結会計期間における投資活動に使用した資金は、25,643百万円と前年同期比1,329百万円（5.5％）の増加

となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間における財務活動による資金の減少額は、配当金の支払などにより1,299百万円と前年同期比

3.0％の増加となりました。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1)生産実績

品目
当中間連結会計期間
（自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日）

前年同期比（％）

検出制御機器（百万円） 37,522 107.2

計測制御機器（百万円） 31,474 104.8

自動化用測定機器（百万円） 22,874 98.9

その他（百万円） 4,519 112.3

合計（百万円） 96,390 104.6

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当社は即納体制を敷いているため、受注はほぼ売上高と均衡しており、受注残高に重要性はありません。

(3)販売実績

品目
当中間連結会計期間
（自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日）

前年同期比（％）

検出制御機器（百万円） 36,912 102.4

計測制御機器（百万円） 31,381 100.3

自動化用測定機器（百万円） 22,582 103.1

その他（百万円） 5,753 107.2

合計（百万円） 96,631 102.2

　（注）１．販売実績が総販売実績の100分の10以上となる相手先はないため、主要な顧客別の売上状況は記載を省略して

おります。

２．同種の機種でもその構造、形式等は一様でないため数量表示は困難であるので記載しておりません。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３【対処すべき課題】

　当中間連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

４【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等はありません。

５【研究開発活動】

　当社グループの研究開発の大部分を、当社が行っております。

　当中間連結会計期間における主な成果といたしましては、従来比約100倍の能力を持つ情報処理エンジン「HPPE」に

より、クラス最速でかつ高精度な読み取りを可能にしたデジタルバーコードリーダを開発いたしました。また、業界初

のタッチスクリーン搭載により、直感的な操作感を実現したペーパレスレコーダの開発にも成功いたしました。さら

に、世界初の「スケールショットシステム」を採用することにより、高精度な接触式デジタルセンサを実現し、現場で

のニーズに対応した商品の開発にも注力いたしました。

　なお、当中間連結会計期間における当社グループ全体の研究開発費は4,495百万円となりました。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

２【設備の新設、除却等の計画】

　記載すべき事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 137,000,000

計 137,000,000

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（平成20年9月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月28日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 50,249,522 50,249,522

東京証券取引所

市場第一部

大阪証券取引所

市場第一部

－

計 50,249,522 50,249,522 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

　平成20年3月21日～
平成20年9月20日 － 50,249,522 － 30,637 － 30,526

EDINET提出書類

株式会社キーエンス(E01967)

半期報告書

 9/42



（５）【大株主の状況】

　 平成20年9月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ティ・ティ 大阪府豊中市新千里南町3－23－2 8,981 17.87

    

滝崎　武光 大阪府豊中市 3,874 7.71

    

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社信託口

東京都中央区晴海1－8－11 3,685 7.33

    

ステート ストリート バンク

アンド トラストカンパニー

米国、ボストン 3,058 6.09

（常任代理人　株式会社みず

ほコーポレート銀行兜町証券

決済業務室）

（東京都中央区日本橋兜町6－7）   

    

ザ チェース マンハッタン　

バンク エヌ エイ ロンドン　

エス エル オムニバス アカ

ウント

英国、ロンドン 1,468 2.92

（常任代理人　株式会社みず

ほコーポレート銀行兜町証券

決済業務室）

（東京都中央区日本橋兜町6－7）   

    

株式会社光通信 東京都豊島区南池袋1－16－15 1,420 2.83

    

日本マスタートラスト信託銀

行株式会社信託口

東京都港区浜松町2－11－3 1,263 2.51

    

第一生命保険相互会社 東京都千代田区有楽町1－13－1 924 1.84

    

ザ チェース マンハッタン　

バンク 385036

米国、カリフォルニア 920 1.83

（常任代理人　株式会社みず

ほコーポレート銀行兜町証券

決済業務室）

（東京都中央区日本橋兜町6－7）   

    

ステート ストリート バンク

アンド トラストカンパニー

505225

米国、ボストン 790 1.57

（常任代理人　株式会社みず

ほコーポレート銀行兜町証券

決済業務室）

（東京都中央区日本橋兜町6－7）   

計 － 26,387 52.51

　  （注）　平成20年7月23日付でキャピタル・リサーチ・アンド・マネージメント・カンパニー及びその共同保有者

（計6社）が株式を保有している旨の大量保有報告書の変更報告書が提出されておりますが、当社として

当中間会計期間末時点における当該法人名義の実質所有株式数の確認ができませんので、前記「大株主の

状況」では考慮しておりません。当該大量保有報告書の変更報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（千株）

株券等保有割合
（％）

キャピタル・リサーチ

・アンド・マネージメ

ント・カンパニー　他5

社

米国、カリフォルニア　他 3,180 6.33
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年9月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　78,700 － －

完全議決権株式（その他）
普通株式 50,056,200　
　　　　

500,562 －

単元未満株式 普通株式  　114,622 －
1単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 50,249,522 － －

総株主の議決権 － 500,562 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が900株含まれております。ま

た、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数9個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年9月20日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社キーエンス
大阪市東淀川区東中

島1－3－14
78,700 － 78,700 0.16

計 － 78,700 － 78,700 0.16

２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年4月 5月 6月 7月 8月 9月

最高（円） 26,850 26,770 27,450 25,460 23,610 22,050

最低（円） 22,700 24,380 25,060 23,270 21,520 18,570

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであり、平成20年4月1日から平成20年9月30日までの

暦月によっております。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間連結財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について

(1）当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成11年大蔵省令第

24号。以下「中間連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間連結会計期間（平成19年3月21日から平成19年9月20日まで）は、改正前の中間連結財務諸表規則に基

づき、当中間連結会計期間（平成20年3月21日から平成20年9月20日まで）は、改正後の中間連結財務諸表規則に基

づいて作成しております。

(2）当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。

以下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（平成19年3月21日から平成19年9月20日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づき、

当中間会計期間（平成20年3月21日から平成20年9月20日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて作成し

ております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、前中間連結会計期間（平成19年3月21日から平成19年9月

20日まで）及び当中間連結会計期間（平成20年3月21日から平成20年9月20日まで）の中間連結財務諸表並びに前中

間会計期間（平成19年3月21日から平成19年9月20日まで）及び当中間会計期間（平成20年3月21日から平成20年9月

20日まで）の中間財務諸表について、監査法人トーマツにより中間監査を受けております。
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１【中間連結財務諸表等】

（１）【中間連結財務諸表】

①【中間連結貸借対照表】

  
前中間連結会計期間末
（平成19年9月20日）

当中間連結会計期間末
（平成20年9月20日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成20年3月20日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

１．現金及び預金   21,476   31,570   23,312  

２．受取手形及び売掛金 ※1  64,123   66,155   72,775  

３．有価証券   142,502   169,604   156,140  

４．たな卸資産   10,162   12,400   11,293  

５．繰延税金資産   6,321   6,963   6,712  

６．その他   1,179   1,518   1,238  

７．貸倒引当金   △253   △238   △256  

流動資産合計   245,510 50.7  287,974 54.7  271,216 53.0

Ⅱ　固定資産           

 １．有形固定資産 ※2　         

(1)建物及び構築物  5,677   7,483   7,674   

(2)土地  6,900   6,920   6,900   

(3)その他  4,601 17,180  3,266 17,670  3,293 17,868  

２．無形固定資産   355   302   320  

３. 投資その他の資産           

(1)投資有価証券  198,112   200,625   202,840   

(2)金銭の信託  21,809   17,613   18,217   

(3)繰延税金資産  48   800   46   

(4)その他  1,179   1,327   1,210   

(5)貸倒引当金  △19 221,129  △8 220,358  △14 222,300  

固定資産合計   238,665 49.3  238,331 45.3  240,489 47.0

資産合計   484,175 100.0  526,306 100.0  511,706 100.0
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前中間連結会計期間末
（平成19年9月20日）

当中間連結会計期間末
（平成20年9月20日）

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成20年3月20日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

１．支払手形及び買掛金 ※1  3,982   4,095   4,186  

２．未払費用   2,700   3,007   3,024  

３．未払法人税等   19,848   17,933   22,469  

４．賞与引当金   5,297   5,296   7,411  

５．その他   3,969   3,118   4,246  

流動負債合計   35,798 7.4  33,452 6.4  41,337 8.1

Ⅱ　固定負債           

１．繰延税金負債   3,731   4   123  

２．その他   262   377   252  

固定負債合計   3,994 0.8  382 0.1  376 0.1

負債合計   39,792 8.2  33,834 6.4  41,714 8.2

           

（純資産の部）           

Ⅰ　株主資本           

１．資本金   30,637 6.3  30,637 5.8  30,637 6.0

２．資本剰余金   30,531 6.3  30,531 5.8  30,531 6.0

３．利益剰余金   380,330 78.6  436,126 82.9  411,813 80.5

４．自己株式   △1,645 △0.3  △1,742 △0.3  △1,697 △0.3

株主資本合計   439,853 90.8  495,553 94.2  471,285 92.1

Ⅱ　評価・換算差額等           

１．その他有価証券評価差額
金

  3,181 0.7  △3,219 △0.6  △1,532 △0.3

２．為替換算調整勘定   1,347 0.3  137 0.0  240 0.0

評価・換算差額等合計   4,529 0.9  △3,081 △0.6  △1,292 △0.3

純資産合計   444,382 91.8  492,471 93.6  469,992 91.8

負債純資産合計   484,175 100.0  526,306 100.0  511,706 100.0

           

EDINET提出書類

株式会社キーエンス(E01967)

半期報告書

14/42



②【中間連結損益計算書】

  
前中間連結会計期間
（自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日）

前連結会計年度の
要約連結損益計算書
（自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   94,586 100.0  96,631 100.0  200,666 100.0

Ⅱ　売上原価   19,563 20.7  20,433 21.1  41,258 20.6

売上総利益   75,023 79.3  76,197 78.9  159,408 79.4

Ⅲ　販売費及び一般管理費 ※1　 27,317 28.9  30,056 31.1  57,053 28.4

営業利益   47,706 50.4  46,140 47.7  102,354 51.0

Ⅳ　営業外収益           

１．受取利息  1,242   1,737   2,827   

２．受取配当金  18   20   31   

３．持分法による投資利益  263   195   566   

４．信託運用益  1,016   －   402   

５．為替差益  －   263   －   

６．雑収入  107 2,647 2.8 74 2,291 2.4 141 3,968 2.0

Ⅴ　営業外費用           

１．固定資産除却損  29   22   50   

２．信託運用損  －   973   －   

３．金銭の信託評価損  14   69   204   

４．為替差損  15   －   927   

５．雑損失  78 138 0.1 74 1,139 1.2 156 1,338 0.7

経常利益   50,215 53.1  47,293 48.9  104,984 52.3

Ⅵ　特別損失           

１．投資有価証券評価損  － －  4,336 4,336 4.5 － －  

税金等調整前中間（当
期）純利益

  50,215 53.1  42,956 44.5  104,984 52.3

法人税、住民税及び事業
税

※2　 19,996 21.1  17,138 17.7  41,776 20.8

中間（当期）純利益   30,218 31.9  25,817 26.7  63,208 31.5
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③【中間連結株主資本等変動計算書】

前中間連結会計期間（自　平成19年3月21日　至　平成19年9月20日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年3月20日　残高
（百万円）

30,637 30,531 351,616 △1,589 411,196

中間連結会計期間中の変動額      

剰余金の配当   △1,505  △1,505

中間純利益   30,218  30,218

自己株式の取得    △56 △56

自己株式の処分  0  0 0

株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

     

中間連結会計期間中の変動額合計
（百万円）

－ 0 28,713 △56 28,657

平成19年9月20日　残高
（百万円）

30,637 30,531 380,330 △1,645 439,853

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘定 評価・換算差額等合計

平成19年3月20日　残高
（百万円）

4,296 1,458 5,754 416,950

中間連結会計期間中の変動額     

剰余金の配当    △1,505

中間純利益    30,218

自己株式の取得    △56

自己株式の処分    0

株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

△1,115 △110 △1,225 △1,225

中間連結会計期間中の変動額合計
（百万円）

△1,115 △110 △1,225 27,431

平成19年9月20日　残高
（百万円）

3,181 1,347 4,529 444,382

当中間連結会計期間（自　平成20年3月21日　至　平成20年9月20日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成20年3月20日　残高
（百万円）

30,637 30,531 411,813 △1,697 471,285

中間連結会計期間中の変動額      

剰余金の配当   △1,505  △1,505

中間純利益   25,817  25,817

自己株式の取得    △45 △45

自己株式の処分  0  1 1

株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

     

中間連結会計期間中の変動額合計
（百万円）

－ 0 24,312 △44 24,268

平成20年9月20日　残高
（百万円）

30,637 30,531 436,126 △1,742 495,553
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評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘定 評価・換算差額等合計

平成20年3月20日　残高
（百万円）

△1,532 240 △1,292 469,992

中間連結会計期間中の変動額     

剰余金の配当    △1,505

中間純利益    25,817

自己株式の取得    △45

自己株式の処分    1

株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

△1,686 △102 △1,789 △1,789

中間連結会計期間中の変動額合計
（百万円）

△1,686 △102 △1,789 22,479

平成20年9月20日　残高
（百万円）

△3,219 137 △3,081 492,471

前連結会計年度の連結株主資本等変動計算書（自　平成19年3月21日　至　平成20年3月20日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年3月20日　残高
（百万円）

30,637 30,531 351,616 △1,589 411,196

連結会計年度中の変動額      

剰余金の配当   △3,010  △3,010

当期純利益   63,208  63,208

自己株式の取得    △108 △108

自己株式の処分  0  0 0

株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額）

     

連結会計年度中の変動額合計
（百万円）

－ 0 60,197 △108 60,088

平成20年3月20日　残高
（百万円）

30,637 30,531 411,813 △1,697 471,285

 

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘定 評価・換算差額等合計

平成19年3月20日　残高
（百万円）

4,296 1,458 5,754 416,950

連結会計年度中の変動額     

剰余金の配当    △3,010

当期純利益    63,208

自己株式の取得    △108

自己株式の処分    0

株主資本以外の項目の連結会計
年度中の変動額（純額）

△5,829 △1,217 △7,047 △7,047

連結会計年度中の変動額合計
（百万円）

△5,829 △1,217 △7,047 53,041

平成20年3月20日　残高
（百万円）

△1,532 240 △1,292 469,992
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④【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  
前中間連結会計期間
（自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日）

前連結会計年度の要約連結
キャッシュ・フロー計算書
（自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日）

区分
注記
番号

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー     

税金等調整前中間（当期）純利益  50,215 42,956 104,984

減価償却費  1,091 1,201 2,484

投資有価証券評価損　  － 4,336 －

信託運用損益  △1,016 973 △402

受取利息及び受取配当金  △1,260 △1,757 △2,858

持分法による投資利益  △263 △195 △566

売上債権の増減額  1,582 6,750 △7,511

たな卸資産の増減額  92 △1,077 △1,168

仕入債務の増減額  478 △90 682

賞与引当金の増減額  △1,293 △2,122 838

その他  △1,146 △725 772

小計  48,480 50,249 97,256

利息及び配当金の受取額  1,140 1,478 2,386

法人税等の支払額  △22,653 △21,572 △42,637

営業活動によるキャッシュ・フロー  26,968 30,155 57,004

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー     

定期預金の増減額  － △4,903 △2,200

有価証券の増減額  △22,904 △18,885 △46,015

有形固定資産の取得による支出  △1,131 △1,809 △3,656

その他  △277 △44 23

投資活動によるキャッシュ・フロー  △24,314 △25,643 △51,849

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー     

配当金の支払額  △1,505 △1,505 △3,010

自己株式の取得と処分による収支
差額

 △56 △44 △108

その他  300 250 －

財務活動によるキャッシュ・フロー  △1,261 △1,299 △3,119

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額  △121 143 △879

Ⅴ　現金及び現金同等物の増減額  1,270 3,355 1,156

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高  13,094 14,250 13,094

Ⅶ　現金及び現金同等物の中間期末（期
末）残高

※1　 14,365 17,606 14,250
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目
前中間連結会計期間
（自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日）

前連結会計年度
（自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日）

１．連結の範囲に関する事項 すべての子会社21社を連結の範囲

に含めております。

主要な連結子会社名は、KEYENCE 

CORPORATION OF AMERICAであ

ります。

同左 同左

２．持分法の適用に関する事

項

すべての関連会社1社に持分法を適

用しております。

関連会社名は、KOREA KEYENCE 

CO.,LTD.であります。

同左 同左

３．連結子会社の中間決算日

（決算日）等に関する事

項

子会社のうちKEYENCE 

INTERNATIONAL TRADING 

(SHANGHAI) CO.,LTD.ほか在外子

会社2社については6月末日、これら

3社を除く在外子会社12社及び㈱信

和電業社の中間決算日は8月末日で

あります。中間連結財務諸表の作成

に当たっては、同中間決算日現在の

中間財務諸表を使用しております。

ただし、これらの中間決算日と中間

連結決算日との間に発生した重要

な取引については、連結上必要な調

整を行っております。

子会社のうちKEYENCE 

INTERNATIONAL TRADING 

(SHANGHAI) CO.,LTD.ほか在外子

会社2社については6月末日、これら

3社を除く在外子会社12社及び国内

子会社1社の中間決算日は8月末日

であります。中間連結財務諸表の作

成に当たっては、同中間決算日現在

の中間財務諸表を使用しておりま

す。

ただし、これらの中間決算日と中間

連結決算日との間に発生した重要

な取引については、連結上必要な調

整を行っております。

子会社のうち

KEYENCE INTERNATIONAL TR

ADING (SHANGHAI) CO.,LTD.ほ

か在外子会社2社については12月末

日、これら3社を除く在外子会社12

社及び国内子会社1社の決算日は2

月末日であります。連結財務諸表の

作成に当たっては、同決算日現在の

財務諸表を使用しております。

ただし、これらの決算日と連結決算

日との間に発生した重要な取引に

ついては、連結上必要な調整を行っ

ております。

４．会計処理基準に関する事

項

(イ)重要な資産の評価基準及び評

価方法

その他有価証券

時価のあるもの

中間決算日の市場価格等に

基づく時価法（評価差額は

全部純資産直入法により処

理し、取得原価は移動平均法

により算定）

(イ)重要な資産の評価基準及び評

価方法

その他有価証券

時価のあるもの

同左

(イ)重要な資産の評価基準及び評

価方法

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づ

く時価法（評価差額は全部

純資産直入法により処理し、

取得原価は移動平均法によ

り算定）

 時価のないもの

移動平均法による原価法

時価のないもの

同左

時価のないもの

同左

 金銭の信託に含まれる有価証券

中間決算日の市場価格等に基

づく時価法（評価差額は全部

純資産直入法により処理し、取

得原価は移動平均法により算

定）

金銭の信託に含まれる有価証券

同左

金銭の信託に含まれる有価証券

決算日の市場価格等に基づく

時価法（評価差額は全部純資

産直入法により処理し、取得原

価は移動平均法により算定）

 たな卸資産

当社及び国内子会社は主とし

て総平均法による原価法、在外

子会社は主として総平均法に

よる低価法によっております。

たな卸資産

同左

たな卸資産

同左
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項目
前中間連結会計期間
（自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日）

前連結会計年度
（自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日）

 (ロ)重要な減価償却資産の減価償

却の方法

有形固定資産

当社及び国内子会社は定率法

（ただし、平成19年4月1日以降

に取得した建物（附属設備を

除く）は定額法）を採用し、在

外子会社は主として定額法を

採用しております。

(ロ)重要な減価償却資産の減価償

却の方法

有形固定資産

同左

(ロ)重要な減価償却資産の減価償

却の方法

有形固定資産

同左

 　

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、当中間

連結会計期間より、当社及び国

内子会社は、改正後の法人税法

に基づく減価償却の方法に変

更しております。

この変更に伴う損益に与える

影響とセグメント情報に与え

る影響は軽微であります。

　

─────

　

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、当連結

会計年度より、当社及び国内子

会社は、改正後の法人税法に基

づく減価償却の方法に変更し

ております。

この変更に伴う損益に与える

影響とセグメント情報に与え

る影響は軽微であります。

 無形固定資産

主として定額法を採用してお

ります。

無形固定資産

同左

無形固定資産

同左

 (ハ)重要な引当金の計上基準

貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備

えるため、当社及び国内子会社

は一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回

収可能性を勘案し、回収不能見

込額を計上しております。ま

た、在外子会社は相手先の財政

状態を個別に判定して回収不

能見込額を計上しております。

(ハ)重要な引当金の計上基準

貸倒引当金

同左

(ハ)重要な引当金の計上基準

貸倒引当金

同左

 賞与引当金

従業員に対する賞与支給に備

えるため、賞与支給予想額のう

ち当中間連結会計期間負担額

を計上しております。

賞与引当金

同左

賞与引当金

従業員に対する賞与支給に備

えるため、賞与支給予想額のう

ち当期負担額を計上しており

ます。

 (ニ)その他中間連結財務諸表作成

のための重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

(ニ)その他中間連結財務諸表作成

のための重要な事項

消費税等の会計処理

同左

(ニ)その他連結財務諸表作成のた

めの重要な事項

消費税等の会計処理

同左

５．中間連結キャッシュ・フ

ロー計算書（連結キャッ

シュ・フロー計算書）に

おける資金の範囲

手許現金及び預入れ期間が3カ月以

内の預金としております。

同左 同左

表示方法の変更

前中間連結会計期間
（自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日）

────── （中間連結キャッシュ・フロー計算書）

　前中間連結会計期間において投資活動によるキャッ

シュ・フローの「その他」に含めて表示しておりま

した「定期預金の増減額」（前中間連結会計期間△

250百万円）は、重要性が増したため、区分掲記する

ことに変更しました。
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注記事項

（中間連結貸借対照表関係）

項目
前中間連結会計期間末
（平成19年9月20日）

当中間連結会計期間末
（平成20年9月20日）

前連結会計年度末
（平成20年3月20日）

※1．期末日満期手形の処理 ───── 当中間連結会計期間の末日は銀行

休業日でしたが、中間期末日満期手

形については、中間期末日に決済が

行われたものとして処理しており

ます。

当中間連結会計期間末日満期手形

は次のとおりであります。

受取手形 506百万円

支払手形 9百万円

当連結会計年度末日は銀行休業日

でしたが、期末日満期手形について

は、期末日に決済が行われたものと

して処理しております。

当連結会計年度末日満期手形は次

のとおりであります。

受取手形 569百万円

※2．有形固定資産    

減価償却累計額       19,688百万円             21,746百万円        20,724百万円

（中間連結損益計算書関係）

項目
前中間連結会計期間
（自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日）

前連結会計年度
（自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日）

※1．販売費及び一般管理費

のうち主要な費目及び

金額

広告宣伝費    2,203百万円

役員報酬及び従業

員給料手当賞与
   8,303百万円

賞与引当金繰入額    4,883百万円

研究開発費    3,428百万円

役員報酬及び従業

員給料手当賞与
   9,121百万円

賞与引当金繰入額    4,881百万円

研究開発費    4,495百万円

役員報酬及び従業

員給料手当賞与
  20,321百万円

賞与引当金繰入額    6,830百万円

研究開発費    8,177百万円

※2．法人税等の表示方法 法人税等調整額は「法人税、住民税

及び事業税」に含めて表示してお

ります。

同左 ─────

（中間連結株主資本等変動計算書関係）

前中間連結会計期間（自　平成19年3月21日　至　平成19年9月20日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前連結会計年度末
株式数（株）

当中間連結会計期間
増加株式数（株）

当中間連結会計期間
減少株式数（株）

当中間連結会計期間末
株式数（株）

発行済株式

普通株式
50,249,522 － － 50,249,522

合計 50,249,522 － － 50,249,522

自己株式

普通株式（注）
72,699 2,172 9 74,862

合計 72,699 2,172 9 74,862

（注）普通株式の自己株式の増加2,172株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。普通株式の自己株式の減少9株

は、単元未満株式の買増請求による減少であります。

　

２．配当に関する事項

(1)配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成19年6月19日

定時株主総会
普通株式 1,505 30 平成19年3月20日 平成19年6月20日

(2)基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間連結会計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成19年11月5日

取締役会
普通株式 1,505 利益剰余金 30 平成19年9月20日 平成19年11月29日
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当中間連結会計期間（自　平成20年3月21日　至　平成20年9月20日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前連結会計年度末
株式数（株）

当中間連結会計期間
増加株式数（株）

当中間連結会計期間
減少株式数（株）

当中間連結会計期間末
株式数（株）

発行済株式

普通株式
50,249,522 － － 50,249,522

合計 50,249,522 － － 50,249,522

自己株式

普通株式（注）
76,871 1,878 48 78,701

合計 76,871 1,878 48 78,701

（注）普通株式の自己株式の増加1,878株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。普通株式の自己株式の減少48

株は、単元未満株式の買増請求による減少であります。

　

２．配当に関する事項

(1)配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成20年6月19日

定時株主総会
普通株式 1,505 30 平成20年3月20日 平成20年6月20日

(2)基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間連結会計期間末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成20年10月31日

取締役会
普通株式 1,505 利益剰余金 30 平成20年9月20日 平成20年11月28日

前連結会計年度（自　平成19年3月21日　至　平成20年3月20日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前連結会計年度末
株式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式

普通株式
50,249,522 － － 50,249,522

合計 50,249,522 － － 50,249,522

自己株式

普通株式（注）
72,699 4,189 17 76,871

合計 72,699 4,189 17 76,871

（注）普通株式の自己株式の増加4,189株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。普通株式の自己株式の減少17

株は、単元未満株式の買増請求による減少であります。
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２．配当に関する事項

(1)配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成19年6月19日

定時株主総会
普通株式 1,505 30 平成19年3月20日 平成19年6月20日

平成19年11月5日

取締役会
普通株式 1,505 30 平成19年9月20日 平成19年11月29日

(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
1株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成20年6月19日

定時株主総会
普通株式 1,505 利益剰余金 30 平成20年3月20日 平成20年6月20日

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間連結会計期間
（自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日）

当中間連結会計期間
（自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日）

前連結会計年度
（自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日）

※1．現金及び現金同等物の中間期末残高と

中間連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係

※1．現金及び現金同等物の中間期末残高と

中間連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係

※1．現金及び現金同等物の期末残高と連結

貸借対照表に掲記されている科目の金

額との関係

（平成19年9月20日現在） （平成20年9月20日現在） （平成20年3月20日現在）

 百万円

現金及び預金勘定 21,476

預入れ期間が3カ月を超え

る定期預金
△7,111

現金及び現金同等物 14,365

 百万円

現金及び預金勘定 31,570

預入れ期間が3カ月を超え

る定期預金
△13,964

現金及び現金同等物 17,606

 百万円

現金及び預金勘定 23,312

預入れ期間が3カ月を超え

る定期預金
△9,061

現金及び現金同等物 14,250

（有価証券関係）

前中間連結会計期間末（平成19年9月20日現在）

その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（百万円）
中間連結貸借対照表計
上額（百万円）

差額（百万円）

(1)株式 770 2,917 2,146

(2)債券    

国債・地方債等 212,090 212,230 140

社債 109,169 108,494 △675

(3)その他 12,500 15,210 2,710

合計 334,530 338,853 4,322

　（注）　上記の他、以下のものはその他有価証券に準じた会計処理を適用しております。

 取得原価（百万円）
中間連結貸借対照表計
上額（百万円）

差額（百万円）

金銭の信託 20,784 21,809 1,024

当中間連結会計期間末（平成20年9月20日現在）

その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（百万円）
中間連結貸借対照表計
上額（百万円）

差額（百万円）

(1)株式 771 2,257 1,485
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 取得原価（百万円）
中間連結貸借対照表計
上額（百万円）

差額（百万円）

(2)債券    

国債・地方債等 222,340 222,730 390

社債 137,098 130,990 △6,107

(3)その他 12,500 12,613 113

合計 372,710 368,593 △4,117

　（注）　上記の他、以下のものはその他有価証券に準じた会計処理を適用しております。

 取得原価（百万円）
中間連結貸借対照表計
上額（百万円）

差額（百万円）

金銭の信託 18,907 17,613 △1,293

前連結会計年度末（平成20年3月20日現在）

その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（百万円）
連結貸借対照表計上額

（百万円）
差額（百万円）

(1) 株式 770 2,269 1,498

(2) 債券    

国債・地方債等 217,776 218,353 576

社債 126,853 123,515 △3,337

(3) その他 12,500 12,937 437

合計 357,901 357,075 △825

　（注）　上記の他、以下のものはその他有価証券に準じた会計処理を適用しております。

 取得原価（百万円）
連結貸借対照表計上額

（百万円）
差額（百万円）

金銭の信託 19,968 18,217 △1,750

（デリバティブ取引関係）

前中間連結会計期間末（平成19年9月20日現在）

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益

　記載すべき事項はありません。

当中間連結会計期間末（平成20年9月20日現在）

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益

　記載すべき事項はありません。

前連結会計年度末（平成20年3月20日現在）

デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益

　記載すべき事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社キーエンス(E01967)

半期報告書

24/42



（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当社グループの主たる事業は産業用電子応用機器の製造販売であり、前中間連結会計期間、当中間連結会計期

間及び前連結会計年度における当該事業の売上高及び営業利益が90％を超えるため記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

前中間連結会計期間（自　平成19年3月21日　至　平成19年9月20日）

 
日本

（百万円）
北中米
（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社(百万円)

連結
（百万円）

売上高       

(1) 外部顧客に対する売上高 71,297 8,505 14,784 94,586 － 94,586

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
13,616 － － 13,616 (13,616) －

計 84,913 8,505 14,784 108,203 (13,616) 94,586

営業費用 38,835 7,528 13,792 60,157 (13,276) 46,880

営業利益 46,078 976 991 48,045 (339) 47,706

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．日本以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

北中米……米国

その他……アジア、ヨーロッパ

　

当中間連結会計期間（自　平成20年3月21日　至　平成20年9月20日）

 
日本

（百万円）
北中米
（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社(百万円)

連結
（百万円）

売上高       

(1) 外部顧客に対する売上高 71,980 7,761 16,888 96,631 － 96,631

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
15,063 － － 15,063 (15,063) －

計 87,043 7,761 16,888 111,694 (15,063) 96,631

営業費用 41,803 7,373 16,076 65,253 (14,762) 50,490

営業利益 45,240 388 812 46,441 (300) 46,140

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．日本以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

北中米……米国

その他……アジア、ヨーロッパ

　

前連結会計年度（自　平成19年3月21日　至　平成20年3月20日）

 
日本

（百万円）
北中米
（百万円）

その他
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社(百万円)

連結
（百万円）

売上高       

(1) 外部顧客に対する売上高 152,180 16,997 31,489 200,666 － 200,666

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
29,067 － － 29,067 (29,067) －

計 181,247 16,997 31,489 229,734 (29,067) 200,666

営業費用 82,090 15,379 29,407 126,877 (28,565) 98,311

営業利益 99,157 1,617 2,081 102,856 (502) 102,354

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．日本以外の区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。
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北中米……米国

その他……アジア、ヨーロッパ

【海外売上高】

前中間連結会計期間（自　平成19年3月21日　至　平成19年9月20日）

 北米・中南米 その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 8,547 16,247 24,795

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － 94,586

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合（％） 9.0 17.2 26.2

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

北米・中南米……米国

その他……アジア、ヨーロッパ

３．海外売上高は当社及び子会社の日本以外の国又は地域における売上高であります。

当中間連結会計期間（自　平成20年3月21日　至　平成20年9月20日）

 北米・中南米 アジア 欧州その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 7,798 10,174 8,547 26,520

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － － 96,631

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合（％） 8.1 10.5 8.8 27.4

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

北米・中南米……米国

アジア……中国

欧州その他……ドイツ

３．海外売上高は当社及び子会社の日本以外の国又は地域における売上高であります。

４．従来、北米・中南米以外の地域については一括して記載しておりましたが、アジアの重要性が増したため、当

中間連結会計期間より区分して表示しております。

前連結会計年度（自　平成19年3月21日　至　平成20年3月20日）

 北米・中南米 その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 17,057 34,781 51,838

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － 200,666

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合（％） 8.5 17.3 25.8

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

北米・中南米……米国

その他……アジア、ヨーロッパ

３．海外売上高は当社及び子会社の日本以外の国又は地域における売上高であります。

（1株当たり情報）

項目
前中間連結会計期間

(自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日)

前連結会計年度
(自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日)

1株当たり純資産額      8,856円72銭          9,815円90銭          9,367円51銭

1株当たり中間（当期）純利益金額    602円26銭       514円59銭          1,259円76銭
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項目
前中間連結会計期間

(自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日)

前連結会計年度
(自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日)

潜在株式調整後1株当たり中間（当

期）純利益金額

潜在株式調整後1株当

たり中間純利益金額に

ついては、潜在株式が

ないため記載しており

ません。

同左 潜在株式調整後1株当

たり当期純利益金額に

ついては、潜在株式が

ないため記載しており

ません。

（注）　1株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

(自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日)

当中間連結会計期間
(自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日)

前連結会計年度
(自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日)

中間（当期）純利益（百万円） 30,218 25,817 63,208

普通株主に帰属しない金額(百万円) － － －

普通株式に係る中間（当期）純利益

（百万円）
30,218 25,817 63,208

普通株式の期中平均株式数（株） 50,175,750 50,171,634 50,174,536

（２）【その他】

　該当事項はありません。
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２【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  
前中間会計期間末
（平成19年9月20日）

当中間会計期間末
（平成20年9月20日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成20年3月20日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

１．現金及び預金  7,024   15,299   7,919   

２．受取手形 ※1 16,137   16,133   15,987   

３．売掛金  43,662   44,841   51,394   

４．有価証券  142,502   169,604   156,140   

５．たな卸資産  7,934   9,890   9,123   

６．繰延税金資産  4,709   5,080   4,978   

７．その他  999   1,322   1,366   

８．貸倒引当金  △48   △30   △54   

流動資産合計   222,922 48.5  262,142 52.3  246,855 50.6

Ⅱ　固定資産           

１．有形固定資産 ※2          

(1)建物  5,536   7,254   7,456   

(2)その他  3,896   2,610   2,656   

有形固定資産合計  9,432   9,865   10,113   

２．無形固定資産  254   214   225   

３．投資その他の資産           

(1)投資有価証券  204,470   207,521   209,191   

(2)金銭の信託  21,809   17,613   18,217   

(3)その他  975   4,185   3,081   

(4)貸倒引当金  △19   △8   △11   

投資その他の資産合計  227,235   229,312   230,478   

固定資産合計   236,922 51.5  239,392 47.7  240,816 49.4

資産合計   459,845 100.0  501,534 100.0  487,672 100.0
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前中間会計期間末
（平成19年9月20日）

当中間会計期間末
（平成20年9月20日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成20年3月20日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

１．買掛金  2,958   2,748   2,605   

２．未払費用  2,356   2,604   2,737   

３．未払法人税等  18,982   17,211   21,580   

４．賞与引当金  4,727   4,752   6,754   

５．その他  2,865   1,927   3,239   

流動負債合計   31,890 6.9  29,243 5.8  36,917 7.6

Ⅱ　固定負債           

１．繰延税金負債  1,677   －   －   

２．その他  0   120   0   

固定負債合計   1,677 0.4  120 0.0  0 0.0

負債合計   33,568 7.3  29,364 5.9  36,917 7.6

           

（純資産の部）           

Ⅰ　株主資本           

１．資本金   30,637 6.7  30,637 6.1  30,637 6.3

２．資本剰余金           

(1）資本準備金  30,526   30,526   30,526   

(2）その他資本剰余金  4   4   4   

資本剰余金合計   30,531 6.6  30,531 6.1  30,531 6.3

３．利益剰余金           

(1）利益準備金  692   692   692   

(2）その他利益剰余金           

別途積立金  332,803   388,803   332,803   

繰越利益剰余金  30,082   26,466   59,321   

利益剰余金合計   363,578 79.1  415,962 82.9  392,817 80.5

４．自己株式   △1,645 △0.4  △1,742 △0.3  △1,697 △0.3

株主資本合計   423,101 92.0  475,389 94.8  452,288 92.7

Ⅱ　評価・換算差額等           

１．その他有価証券評価差額
金

  3,175 0.7  △3,219 △0.6  △1,533 △0.3

評価・換算差額等合計   3,175 0.7  △3,219 △0.6  △1,533 △0.3

純資産合計   426,276 92.7  472,170 94.1  450,754 92.4

負債純資産合計   459,845 100.0  501,534 100.0  487,672 100.0
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②【中間損益計算書】

  
前中間会計期間

（自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日）

当中間会計期間
（自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高   79,814 100.0  81,721 100.0  171,042 100.0

Ⅱ　売上原価   16,743 21.0  17,551 21.5  35,767 20.9

売上総利益   63,071 79.0  64,170 78.5  135,275 79.1

Ⅲ　販売費及び一般管理費   18,509 23.2  20,435 25.0  39,180 22.9

営業利益   44,561 55.8  43,734 53.5  96,094 56.2

Ⅳ　営業外収益 ※1　 2,577 3.2  2,495 3.1  3,341 2.0

Ⅴ　営業外費用 ※2　 60 0.1  1,081 1.3  1,083 0.6

経常利益   47,079 59.0  45,148 55.2  98,353 57.5

Ⅵ　特別損失 ※3　 － －  4,336 5.3  － －

税引前中間（当期）純利益   47,079 59.0  40,811 49.9  98,353 57.5

法人税、住民税及び事業税 ※5　 18,638 23.4  16,161 19.8  39,167 22.9

中間（当期）純利益   28,440 35.6  24,650 30.2  59,185 34.6
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成19年3月21日　至　平成19年9月20日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本準備

金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計別途積立

金
繰越利益
剰余金

平成19年3月20日　残高
（百万円）

30,637 30,526 4 30,531 692 280,803 55,146 336,642 △1,589 396,222

中間会計期間中の変動額           

別途積立金の積立      52,000 △52,000 －  －

剰余金の配当       △1,505 △1,505  △1,505

中間純利益       28,440 28,440  28,440

自己株式の取得         △56 △56

自己株式の処分   0 0     0 0

株主資本以外の項目の中間会計
期間中の変動額（純額）

          

中間会計期間中の変動額合計
（百万円）

－ － 0 0 － 52,000 △25,064 26,935 △56 26,879

平成19年9月20日　残高
（百万円）

30,637 30,526 4 30,531 692 332,803 30,082 363,578 △1,645 423,101

 
評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

平成19年3月20日　残高
（百万円）

4,289 4,289 400,511

中間会計期間中の変動額    

別途積立金の積立   －

剰余金の配当   △1,505

中間純利益   28,440

自己株式の取得   △56

自己株式の処分   0

株主資本以外の項目の中間会計
期間中の変動額（純額）

△1,113 △1,113 △1,113

中間会計期間中の変動額合計
（百万円）

△1,113 △1,113 25,765

平成19年9月20日　残高
（百万円）

3,175 3,175 426,276

当中間会計期間（自　平成20年3月21日　至　平成20年9月20日）

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本準備

金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計別途積立

金
繰越利益
剰余金

平成20年3月20日　残高
（百万円）

30,637 30,526 4 30,531 692 332,803 59,321 392,817 △1,697 452,288

中間会計期間中の変動額           

別途積立金の積立      56,000 △56,000 －  －

剰余金の配当       △1,505 △1,505  △1,505

中間純利益       24,650 24,650  24,650

自己株式の取得         △45 △45

自己株式の処分   0 0     1 1
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株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本準備

金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計別途積立

金
繰越利益
剰余金

株主資本以外の項目の中間会計
期間中の変動額（純額）

          

中間会計期間中の変動額合計
（百万円）

－ － 0 0 － 56,000 △32,854 23,145 △44 23,101

平成20年9月20日　残高
（百万円）

30,637 30,526 4 30,531 692 388,803 26,466 415,962 △1,742 475,389

 
評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

平成20年3月20日　残高
（百万円）

△1,533 △1,533 450,754

中間会計期間中の変動額    

別途積立金の積立   －

剰余金の配当   △1,505

中間純利益   24,650

自己株式の取得   △45

自己株式の処分   1

株主資本以外の項目の中間会計
期間中の変動額（純額）

△1,685 △1,685 △1,685

中間会計期間中の変動額合計
（百万円）

△1,685 △1,685 21,415

平成20年9月20日　残高
（百万円）

△3,219 △3,219 472,170

前事業年度の株主資本等変動計算書（自　平成19年3月21日　至　平成20年3月20日）

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計資本準備

金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余
金合計別途積立

金
繰越利益
剰余金

平成19年3月20日　残高
（百万円）

30,637 30,526 4 30,531 692 280,803 55,146 336,642 △1,589 396,222

事業年度中の変動額           

別途積立金の積立      52,000 △52,000 －  －

剰余金の配当       △3,010 △3,010  △3,010

当期純利益       59,185 59,185  59,185

自己株式の取得         △108 △108

自己株式の処分   0 0     0 0

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

          

事業年度中の変動額合計
（百万円）

－ － 0 0 － 52,000 4,174 56,174 △108 56,066

平成20年3月20日　残高
（百万円）

30,637 30,526 4 30,531 692 332,803 59,321 392,817 △1,697 452,288

　
評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

平成19年3月20日　残高
（百万円）

4,289 4,289 400,511

事業年度中の変動額    
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評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額金 評価・換算差額等合計

別途積立金の積立   －

 剰余金の配当   △3,010

 当期純利益   59,185

自己株式の取得   △108

自己株式の処分   0

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

△5,822 △5,822 △5,822

事業年度中の変動額合計
（百万円）

△5,822 △5,822 50,243

平成20年3月20日　残高
（百万円）

△1,533 △1,533 450,754
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項

項目
前中間会計期間

（自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日）

当中間会計期間
（自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日）

前事業年度
（自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日）

１．有価証券の評価基準及び

評価方法

子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法

子会社株式及び関連会社株式

同左

子会社株式及び関連会社株式

同左

 その他有価証券

時価のあるもの

中間決算日の市場価格等に基

づく時価法（評価差額は全部

純資産直入法により処理し、取

得原価は移動平均法により算

定）

その他有価証券

時価のあるもの

同左

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく

時価法（評価差額は全部純資

産直入法により処理し、取得原

価は移動平均法により算定）

 時価のないもの

移動平均法による原価法

時価のないもの

同左

時価のないもの

同左

 金銭の信託に含まれる有価証券

中間決算日の市場価格等に基づ

く時価法（評価差額は全部純資

産直入法により処理し、取得原価

は移動平均法により算定）

金銭の信託に含まれる有価証券

同左

金銭の信託に含まれる有価証券

決算日の市場価格等に基づく時

価法（評価差額は全部純資産直

入法により処理し、取得原価は移

動平均法により算定）

２．たな卸資産の評価基準及

び評価方法

 同左 同左

製品 総平均法による原価法   

原材料 総平均法による原価法   

仕掛品 総平均法による原価法   

３．固定資産の減価償却の方

法

   

有形固定資産 定率法（ただし、平成19年4月1日以

降に取得した建物（附属設備を除

く）は定額法）

同左 同左

　 　

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、当中間

会計期間より、改正後の法人税

法に基づく減価償却の方法に

変更しております。

この変更に伴う損益に与える

影響は軽微であります。

　

　

─────

　

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、当事業

年度より、改正後の法人税法に

基づく減価償却の方法に変更

しております。

この変更に伴う損益に与える

影響は軽微であります。

　

無形固定資産 定額法 同左 同左

４．引当金の計上基準    

(1）貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備える

ため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を

勘案し、回収不能見込額を計上して

おります。

同左 同左

(2) 賞与引当金 従業員に対する賞与支給に備える

ため、賞与支給予想額のうち当中間

会計期間負担額を計上しておりま

す。

同左 従業員に対する賞与支給に備える

ため、賞与支給予想額のうち当期負

担額を計上しております。

５．消費税等の会計処理方法 税抜方式によっております。 同左 同左
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注記事項

（中間貸借対照表関係）

項目
前中間会計期間末
（平成19年9月20日）

当中間会計期間末
（平成20年9月20日）

前事業年度末
（平成20年3月20日）

※1．期末日満期手形の処理 ───── 当中間会計期間末日は銀行休業日

でしたが、中間期末日満期手形につ

いては、中間期末日に決済が行われ

たものとして処理しております。

当中間期末日満期手形は、次のとお

りであります。

受取手形 433百万円

当事業年度末日は銀行休業日でし

たが、期末日満期手形については、

期末日に決済が行われたものとし

て処理しております。

当事業年度末日満期手形は次のと

おりであります。

受取手形 524百万円

※2．有形固定資産    

減価償却累計額 18,173百万円       19,988百万円             19,085百万円

（中間損益計算書関係）

項目
前中間会計期間

（自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日）

当中間会計期間
（自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日）

前事業年度
（自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日）

※1．営業外収益の主要項目 信託運用益    1,016百万円 有価証券利息    1,523百万円 有価証券利息    2,325百万円

※2．営業外費用の主要項目 固定資産除却損   29百万円 信託運用損　  973百万円　 為替差損     789百万円

※3．特別損失の主要項目 ───── 投資有価証券評価

損

   4,336百万円 ─────

　4．減価償却実施額 有形固定資産    793百万円

無形固定資産   53百万円

有形固定資産    1,026百万円

無形固定資産     48百万円

有形固定資産    1,891百万円

無形固定資産      104百万円

※5．法人税等の表示方法 法人税等調整額は「法人税、住民税

及び事業税」に含めて表示してお

ります。

同左 ─────

（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自　平成19年3月21日　至　平成19年9月20日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末
株式数（株）

当中間会計期間
増加株式数（株）

当中間会計期間
減少株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

自己株式

普通株式（注） 72,699 2,172 9 74,862

合計 72,699 2,172 9 74,862

（注）普通株式の自己株式の増加2,172株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。普通株式の自己株式の減少9

株は、単元未満株式の買増請求による減少であります。

当中間会計期間（自　平成20年3月21日　至　平成20年9月20日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末
株式数（株）

当中間会計期間
増加株式数（株）

当中間会計期間
減少株式数（株）

当中間会計期間末
株式数（株）

自己株式

普通株式（注） 76,871 1,878 48 78,701

合計 76,871 1,878 48 78,701

（注）普通株式の自己株式の増加1,878株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。普通株式の自己株式の減少48

株は、単元未満株式の買増請求による減少であります。

前事業年度（自　平成19年3月21日　至　平成20年3月20日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
前事業年度末
株式数（株）

当事業年度増加
株式数（株）

当事業年度減少
株式数（株）

当事業年度末
株式数（株）

自己株式

普通株式（注） 72,699 4,189 17 76,871

合計 72,699 4,189 17 76,871
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（注）普通株式の自己株式の増加4,189株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。普通株式の自己株式の減少17

株は、単元未満株式の買増請求による減少であります。

（1株当たり情報）

項目
前中間会計期間

(自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日)

当中間会計期間
(自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日)

前事業年度
(自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日)

1株当たり純資産額      8,495円86銭          9,411円25銭          8,984円07銭

1株当たり中間（当期）純利益金額    566円82銭       491円32銭          1,179円59銭

潜在株式調整後1株当たり中間（当

期）純利益金額

潜在株式調整後1株当

たり中間純利益金額に

ついては、潜在株式が

ないため記載しており

ません。

同左 潜在株式調整後1株当

たり当期純利益金額に

ついては、潜在株式が

ないため記載しており

ません。

　（注）　1株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間会計期間

(自　平成19年3月21日
至　平成19年9月20日)

当中間会計期間
(自　平成20年3月21日
至　平成20年9月20日)

前事業年度
(自　平成19年3月21日
至　平成20年3月20日)

中間（当期）純利益（百万円） 28,440 24,650 59,185

普通株主に帰属しない金額(百万円) － － －

普通株式に係る中間（当期）純利益

（百万円）
28,440 24,650 59,185

普通株式の期中平均株式数（株） 50,175,750 50,171,634 50,174,536

（２）【その他】

平成20年10月31日開催の取締役会において、第37期の中間配当を行うことを決議しました。

中間配当金総額　　　1,505百万円

1株当たりの額　　 　　 30円00銭
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第６【提出会社の参考情報】

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第36期）（自　平成19年3月21日　至　平成20年3月20日）平成20年6月20日関東財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

    

   平成19年11月22日

株式会社キーエンス    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 吉川　郁夫　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 玉井　照久　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社キーエンスの平成19年３月21日から平成20年３月20日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成19年３月21

日から平成19年９月20日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株

主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結財

務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加

の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に

準拠して、株式会社キーエンス及び連結子会社の平成19年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結

会計期間（平成19年３月21日から平成19年９月20日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報

を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別途

保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

    

   平成20年11月17日

株式会社キーエンス    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 梶浦　和人　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 玉井　照久　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社キーエンスの平成20年３月21日から平成21年３月20日までの連結会計年度の中間連結会計期間（平成20年３月21

日から平成20年９月20日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株

主資本等変動計算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間連結財

務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がな

いかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加

の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に

準拠して、株式会社キーエンス及び連結子会社の平成20年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結

会計期間（平成20年３月21日から平成20年９月20日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報

を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別途

保管しております。

EDINET提出書類

株式会社キーエンス(E01967)

半期報告書

40/42



独立監査人の中間監査報告書

    

   平成19年11月22日

株式会社キーエンス    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 吉川　郁夫　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 玉井　照久　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社キーエンスの平成19年３月21日から平成20年３月20日までの第36期事業年度の中間会計期間（平成19年３月21日

から平成19年９月20日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計

算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財

務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社キーエンスの平成19年９月20日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成19年３月21日から

平成19年９月20日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別途

保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

    

   平成20年11月17日

株式会社キーエンス    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 梶浦　和人　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 玉井　照久　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社キーエンスの平成20年３月21日から平成21年３月20日までの第37期事業年度の中間会計期間（平成20年３月21日

から平成20年９月20日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計

算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財

務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社キーエンスの平成20年９月20日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（平成20年３月21日から

平成20年９月20日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　上記は中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は半期報告書提出会社が別途

保管しております。
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